
令和七年度 幼稚園修了式 祝辞文（案） 

豊島区立〇〇〇幼稚園のみなさん、修了おめでとうございます。 1 

〇〇〇幼稚園では、園庭で遊んだり、お当番を頑張ったりしまし2 

たね。また、運動会やこども会での元気いっぱいの姿は、とても素3 

敵でした。いつも皆さんのそばにいてくれたお友達や先生、お家の4 

人に「ありがとう」の気持ちを伝えましょう。 5 

いよいよ、四月から小学生です。小学校では、お友達と勉強をし6 

たり、休み時間に遊んだりします。美味しい給食もあります。小学7 

校の先生方とお兄さんお姉さんたちが、みなさんを待っています。 8 

さて、保護者の皆様、本日、修了式を迎えられましたこと、誠に9 

おめでとうございます。お子様の成長された姿に感慨もひとしおの10 

ことと思います。毎日の送り迎えをはじめ、幼稚園の教育活動にご11 

理解とご協力いただき、ありがとうございました。今後もお子様が、12 

多くの学びや遊びに触れ、伸び伸びと成長されますよう、支援して13 

まいります。 14 

結びに、園児の健やかな成長のために、ご指導にあたられました15 

○○園長先生をはじめとする教職員の皆様、本園の教育に惜しみな16 

いご支援を賜りました地域の皆様に、心より感謝申し上げまして、17 

お祝いの言葉といたします。 18 

 19 
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令和八年三月十三日 20 

          豊島区長  高際 みゆき 21 

          豊島区教育委員会 22 

５１２文字（２６０字１分として２分） 

2



令和七年度 小学校卒業式 祝辞文（案） 

豊島区立〇〇小学校の卒業式にあたり、豊島区を代表し、謹んで1 

お祝い申し上げます。 2 

卒業生の皆さん、ご卒業、誠におめでとうございます。 3 

保護者の皆様におかれましても、お子様のご卒業を迎えられまし4 

たことに、心よりお慶び申し上げます。 5 

この六年間、皆さんは日々の授業はもちろん、行事や委員会活動、6 

友達との関わりの中で、多くの経験を重ねてきました。うまくいっ7 

たことだけでなく、思いどおりにいかなかったこともあったことで8 

しょう。しかし、その一つ一つを乗り越えながら、自分で考え、行9 

動し、周りと力を合わせて前へ進む力を身に付けてきました。 10 

これから皆さんは、中学校という新たな学びの場へ進みます。学11 

習の内容はより深まり、活動の幅も広がります。その中で、迷うこ12 

とや不安を感じることもあるかもしれません。しかし、そうした時13 

こそ、小学校で培ってきた「最後までやり抜く力」や「周りと協力14 

する力」が、皆さんを支えてくれるはずです。 15 

どうか、目の前のことに誠実に向き合いながら、自分のよさをさ16 

らに伸ばしていってください。そして、仲間を大切にし、相手の思17 

いに耳を傾ける心を忘れないでください。人と関わる中で育まれる18 

優しさや思いやりは、皆さんがこれから歩む道を、より豊かで確か19 
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なものにしてくれます。 20 

豊島区は、皆さんがそれぞれの夢や目標に向かって、希望をもっ21 

て前へ進んでいけるよう、これからも学びと成長を支えてまいりま22 

す。 23 

結びにあたり、児童一人一人の成長を支え、教育の充実に尽力さ24 

れてこられた〇〇校長先生をはじめ、教職員の皆様、本日ご臨席い25 

ただきました地域の皆様、そして日頃より学校を支えてくださって26 

いるすべての皆様に、心より感謝申し上げます。今後とも、学校の、27 

そして地域の宝である子どもたちを、温かく見守ってくださいます28 

ようお願い申し上げます。 29 

卒業生の皆さんが、多くの方々に愛され、支えられてきたことを30 

忘れることなく、〇〇小学校で培った学びと友情を胸に、それぞれ31 

の未来へ力強く歩んでいくことを願い、祝辞といたします。 32 

 

令和八年三月二十五日 

豊島区長 高際 みゆき 

             豊島区  教育委員会 

８６５文字（２６０字１分として３分半） 
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令和七年度 中学校卒業式 祝辞文（案） 

豊島区立〇〇中学校の卒業式にあたり、豊島区を代表し、謹んで1 

お祝い申し上げます。 2 

卒業生の皆さん、ご卒業、誠におめでとうございます。 3 

保護者の皆様におかれましても、お子様のご卒業を迎えられまし4 

たことに、心よりお慶び申し上げます。立派に成長され、新たな道5 

への第一歩を踏み出される希望に満ちた姿に、感慨もひとしおのこ6 

とと存じます。 7 

先ほど、校長先生よりお一人お一人に卒業証書が授与されました。8 

これは、皆さんが九年間の義務教育課程において、日々の学びを積9 

み重ね、着実に歩みを進めてこられたことの証です。 10 

さて、現代社会は、デジタル技術の急速な進展や価値観の多様化11 

により、先を見通すことが一層難しい時代となっております。この12 

ような時代においては、情報を正しく読み取り、ICT を主体的に活13 

用する力に加え、異なる背景や考えをもつ人々と協力しながら、よ14 

りよい社会を築いていく力が求められます。また、互いの人権を尊15 

重し、多様性を認め合う姿勢が、これまで以上に重視されます。 16 

皆さんは、時代の変化や新たな価値を前向きに受け止め、個性や17 

感性、柔軟な思考力や創造力を働かせることで、自らの生活のみな18 

らず、社会全体をよりよく豊かにしていくことができます。これま19 
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で想像もできなかったような大きな夢を実現させることも可能とな20 

ることでしょう。 21 

どうか、自分が本当にやりたいこと、そして大切にしたいことを22 

見つけてください。それは皆さんの視野を広げ、将来の選択肢を増23 

やすことにつながります。未来は、誰かに与えられるものではなく、24 

皆さん自身の手で切り拓いていくものです。自らの信じる道を、力25 

強く進んでください。豊島区は、皆さんが失敗を恐れず、自分らし26 

く様々なことに挑戦していけるよう、これからも応援してまいりま27 

す。 28 

結びにあたり、これまで生徒一人一人の成長を支え、教育の充実29 

に尽力されてこられた〇〇校長先生をはじめ、教職員の皆様、本日30 

ご臨席いただきました地域の皆様、そして日頃より学校を支えてく31 

ださっているすべての皆様に、心より感謝申し上げます。今後とも、32 

学校の、そして地域の宝である子どもたちを、温かく見守ってくだ33 

さいますようお願い申し上げます。 34 

卒業生の皆さんが、多くの方々に愛され、支えられてきたことを35 

忘れることなく、〇〇中学校で培った学びと友情を胸に、それぞれ36 

の未来に向かって歩んでいくことを願い、祝辞といたします。 37 
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令和八年三月十九日 

豊島区長 高際 みゆき 

             豊島区  教育委員会 

 

１００６文字（２６０字１分として４分） 
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令和七年度 小学校卒業式祝辞（案）〔エピソード入り〕 

豊島区立〇〇小学校の卒業式にあたり、豊島区並びに豊島区教育1 

委員会を代表して、卒業生の皆さん、そして保護者の皆様に、心か2 

らお祝い申し上げます。 3 

卒業生の皆さん、ご卒業、おめでとうございます。 4 

皆さんはこの六年間、勉強だけでなく、友達との関わりやさまざ5 

まな学校生活を通して、たくさんのことを学んできました。 6 

うれしかったこと、楽しかったことだけでなく、思い通りにいか7 

なかったことや、悩んだこともあったかもしれません。 8 

でも、その一つ一つの経験が、今の皆さんをつくっています。 9 

今日、立派に成長した皆さんの姿を見て、私たちはとてもうれし10 

く、誇らしい気持ちでいっぱいです。 11 

これから皆さんは、さらに多くの人と出会い、さまざまな考え方12 

や生き方にふれることになります。 13 

得意なことも、苦手なことも、感じ方も、育ってきた環境も、み14 

んなそれぞれ違います。 15 

その「違い」は、決して悪いことではありません。 16 

これからの社会では、お互いの違いを認め合い、一人一人の違い17 

を尊重し思いやりの心をもって支え合うことがとても大切です。 18 

令和７年度は、日本で初めて東京 2025 デフリンピックが開催さ19 
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れました。デフリンピックは、耳の聞こえない・聞こえにくい選手20 

たちが、自分の力を発揮して競い合う国際大会です。音が聞こえな21 

いという「違い」があっても、選手たちは工夫を重ね、仲間と支え22 

合いながら、夢に向かって挑戦しています。 23 

皆さんはデフレスリングの三浦桂吾（みうらけいご）選手をご存24 

知ですか。 25 

三浦選手はみなさんと同じ豊島区出身です。小さいころから格闘26 

技のテレビを観るのが好きで、大人になってから、東京でデフリン27 

ピックが開催されることを知り、レスリングの道を歩み始めました。 28 

大会試合後のインタビューで「みなさんにありがとうの気持ちで29 

いっぱいです。だれでも夢をもって追いかけてほしい」と話してい30 

ます。 31 

この言葉には、「違いがあっても、夢に向かって挑戦できる」とい32 

う強いメッセージが込められています。 33 

デフリンピックの選手たちの姿は、「できないからあきらめる」の34 

ではなく、「どうしたらできるかを考える」ことの大切さを、私たち35 

に教えてくれます。そして、人はそれぞれ違っていても、支え合え36 

ば、大きな力になるということも教えてくれます。 37 

皆さんも、これから先、うまくいかないことに出くわすかもしれ38 

ません。そんなときは、一人で抱え込まず、周りの人に相談してく39 
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ださい。そして、今までの自分を信じて、前に進んでいってくださ40 

い。失敗は、成長するための大切な一歩です。皆さんのそばには、41 

友達がいます。家族がいます。先生や地域の人たちがいます。たく42 

さんの人が、皆さんのことを応援しています。 43 

どうか、自分を大切にし、周りの人にもやさしい心を向けながら、44 

自分らしい未来を、ゆっくりと、でもしっかりと歩んでいってくだ45 

さい。一人一人の「違い」を認め合い、自分らしい未来、自分のペ46 

ースでしっかりと歩んで行ってください。私たち豊島区は、いつま47 

でも、どこにいても、皆さんを応援し続けることをお約束します。 48 

結びにあたり、入学以来今日(こんにち)まで、卒業生一人一人の49 

健やかな成長を願い、熱心にご指導にあたられました〇〇〇〇校長50 

先生をはじめ教職員の皆様と、本校の教育活動に惜しみないご理解51 

とご協力を賜りました保護者、地域、ご来賓の皆様に心より感謝申52 

し上げます。お子様方のこれからのご活躍と幸多きことを心から祈53 

念し、お祝いの言葉といたします。 54 

 

令和八年三月二十五日 

          豊島区長  高際 みゆき 

          豊島区教育委員会 
（1441 文字 ５分半）＜260 文字で１分＞ 
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令和七年度 中学校卒業式祝辞（案）〔エピソード入り〕 

豊島区立〇〇中学校の卒業式にあたり、豊島区並びに豊島区教育1 

委員会を代表し、卒業生、保護者の皆様に、心からお祝いを申し上2 

げます。 3 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 4 

今、世界全体が大きな変革期を迎えています。そのような中で、5 

皆さんは〇〇中学校での３年間の学びを通して、自分で考え、工夫6 

し、課題を解決する力を身に付けてきたのではないでしょうか。壇7 

上から式に臨む皆さんの姿を見ますと、立派に成長されたことが分8 

かり、とても嬉しく思います。 9 

皆さんが過ごした中学校生活の三年間は、自分自身と向き合う時10 

間でもありました。友人関係、学習、部活動、進路など、様々なこ11 

とを考えたことでしょう。その一つ一つの経験が、皆さんに確かな12 

力を育ててきました。 13 

さて、今年度、ノーベル化学賞を受賞した日本人研究者の、北川14 

進さんという方を知っていますか。 15 

北川さんは、「多孔性材料」と呼ばれる、目に見えないほど小さな16 

空間をもつ物質の研究を続けてきました。この研究は、環境問題の17 

解決や医療の発展など、私たちの未来を支える重要な分野につなが18 

っています。しかし、その道のりは決して順調なものではありませ19 
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んでした。実験がうまくいかず、何度も失敗を重ね、すぐには役に20 

立たないと思われる研究に取り組み続ける日々もあったそうです。21 

それでも北川さんは、挑戦をやめず３０年以上も粘り強く研究を重22 

ねたそうです。 23 

北川さんの座右の銘は「無用の用」です。一見すると役に立たな24 

いように見えるものでも、続けていくうちに大きな価値を生むこと25 

がある、という意味の言葉です。すぐに結果が出なくても、「無駄に26 

見えること」にも意味があると信じ、探究を続けたことが、世界に27 

認められる成果へとつながりました。皆さんの中学校生活も、同じ28 

ではないでしょうか。 29 

思うような結果が出なかったテスト、うまくいかなかった部活動、30 

悩んだ人間関係。その一つ一つが、すべて役に立ったとは思えなか31 

ったかもしれません。しかし、そうした経験こそが、皆さんの心を32 

強くし、次の挑戦へ進む力を育ててきたのです。 33 

今までの経験で学んだことを大切にしながら、「まずやってみる」34 

「失敗から学ぶ」「あきらめずに続ける」という姿勢が、きっと皆さ35 

んの未来を切り拓くはずです。「自分は何に挑戦したいのか」「どん36 

な自分になりたいのか」「どのような人生を歩みたいのか」ぜひ、こ37 

うした問いを胸に、恐れず一歩を踏み出してください。今は意味を38 

見出せないことでも、いつか必ず皆さんの力になります。それこそ39 
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が、「無用の用」の教えです。 40 

皆さんには、仲間がいます。支えてくれる人がいます。そして、41 

これまで積み重ねてきた努力と経験があります。どうか自分を信じ、42 

周りの人を大切にしながら、自分の未来を自分の力で切り拓いてい43 

ってください。私たち豊島区は、いつまでも、どこにいても、皆さ44 

んを応援し続けることをお約束します。 45 

結びにあたり、卒業生一人一人の健やかな成長を願い、熱心にご46 

指導にあたられました〇〇〇〇校長先生をはじめ教職員の皆様、そ47 

して本校の教育活動にご理解とご協力を賜りました保護者、地域、48 

ご来賓の皆様に心より感謝申し上げます。お子様のこれからのご活49 

躍を心から祈念し、お祝いの言葉といたします。 50 

 

令和八年三月十九日 

          豊島区長  高際 みゆき 

          豊島区教育委員会 

（1353 文字 ５分半）＜260 文字で１分＞ 
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